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論文内容要
鷺
舗一章序論
 東北地方内帯の新第三紀中新世のいわゆる緑色凝灰岩地帯は.わが国の金属鉱床の豊庫であり,と
 くに近年次々に発見されつ・ある秋田県北鹿地域の黒鉱々床の解析が進むにつれて,東北裏日本地帯
 は創「属鉱物資源地域として一層その重要性を加えっっある。
 山形1月、の内陸地方には,この種の緑色凝灰岩類が広範囲に分布しており,金属鉱床の賦存する地域
 も広範囲におよノしでいる、一この研究は,これらの金属鉱床が,どのようにして生成されたかを解明し,
 その結論が,未知の創、属鉱床の発見のための指針となることを目的としたものである、,
 従来,金1、翼鉱床の開発は,地表に露出する露頭を端緒として着手されて来たが,近年,鉱床学の進
 歩に伴って,地表に露出していない港頭鉱床が.地質学的および物理,化学的,論拠に基いて論理的に発
 見される機会が多くなり,既に両者の比率は,港頭鉱床の万が露頭鉱床よりも遥かに多くなっている。
 この種の港頭鉱床を発見するためには,鉱床学的理論に基いた探査,即ち演繹的な探査がなされねば
 ならず,このためには予め既知の鉱床の性状を把握して帰納がなさ∫llねばならない。
 この研究にお1、・ては,この帰納を完成する為めには前後17年間に亘って現地の,調査を行ない,両盆
 地内に胚胎する300余りの金属鉱床の性状を究明し,分析し,かっ整理して.理論づけた。
 研究の進め方は,まず新庄盆地と,山形盆地との一・般地質および地質構造を対比しながら研究し,
 ついで両盆地内に胚胎する金属鉱床の性状を,地質およひ地質構造との関連において研究し,最後に
 この両地域の金属鉱床の特性を見出して,これを帰納的に理論付けた。
 第二漁新羅,山形騨盆地の漁罵鉱鎌の胚胎する環境1こつ1、、て
 L地形
 新月i,山形両盆地ぼ1,東コヒ爽rヨノにの略々中部にf立1直し、両盆地ともに束西に約401並,1有ゴヒに約60
 Kmの南、1ヒ方向に長軸をもつ楕円形の盆地で季新庄盆地の、1ヒには横手盆地,山形盆,鞄の南には米沢盆
 地が南北方向を軸として連なっていろ。
 両盆地の舜{縁は,奥羽山脈によって劃され・新庄盆地の北縁は,鳥海,荒雄両大山を連ねる連山
 によッて,山形盆地の雨縁は,人朝日岳、蔵王火山南延の山岳によって劃されている。そして両盆
 地の間には,月山。葉山および船形の各火山が東西に連なフて両盆地を一二分して1,・るり新庄盆地0)
 北縁をなす・.鳥海火山などの連山と,南緯をなす月山火山などの連山との中央には最上川が,これ
 らの連山と並行して流走し,また山形盆地の北績をなす月山などの連1」一1の南側には寒和」江川がこれ
 と1路々並走して流れている、
 2,地質
 新庄,山形両盆地とも(こそれらσ)中央部は,広範1堀にわたってタ蔦四紀層によって崔黄)れて1δり,
 1これらを取開む第二紀1・"1は、両盆地の大半の地壇を占めて両盆地の地質を支配し、ている。第己紀層
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 の下位にあって,両盆地の基盤をなす花崗岩類は,おおむね閃雲花崗閃緑岩である。
 両盆地の地質分布の特徴は,新庄盆地の北東縁から東縁にかけては,第三紀層の最下位の及位
 層が広く分布しているが,山形盆地にはほとんどその分布が認められず,基盤の花崗岩類は,前
 者では東縁の一部に露出するのみであるが,後者では北東縁を除く他のすべての縁辺部に露出し,
 とくに西縁では朝日岳の大山塊をなして広く露呈している。
 両盆地の主体をなす第三紀層は,大別して上位の鮮新世と,下位の中新匿とに分けられ,中新
 世はさらに下位から,標式地名に従い及位層,大川層,草薙層・古口層,野口層および中渡層と
 命名される。
 3.地質構造
 新庄,山形両堆積盆地周辺の地質構造は,本州弧を東西に分ける瑞穂フオッサ・マグナ以東の
 地質構造の範麟にあり,従ってその特徴を示し,東北弧の内側を特徴づける隆起運動,褶曲運動
 および火成活動等によって極めて複雑な様相を呈している。
 すなわち,東北裏日本地方における基盤岩類の主体をなす花嵐閃緑岩類の分布は,阿武隈山地
 から脊梁山地をへて津軽半島の西にぬける東北日本中列花崗岩帯と,北関東から羽越山地を北上
 する東北日本西列花崗岩帯の帯状構造に支配され,この並走する花崗岩体は,東北地方の北部で
 は,NW-SE,中部では,NNW-SSE,中部から南部にかけては,N-S乃至NNE-SSW方
 位をとり,この万位は基盤の隆起軸の方位である。この隆起運動に伴って生じたこの方向と並走
 する断層や裂かを基幹構造とし,これらに直交する従属断層や従属裂かが多数存在する。
 新第三紀中新世の堆積岩類の褶曲構造は,新庄盆地北縁ではNNW-SSE方位であるが,南縁
 ではN-Sとなり,山形盆地の北縁ではN-Sであるが,中部および南縁ではNNE-SSWを示
 す。褶曲に基因する地質構造は,褶曲軸に並走する断層や裂かを基幹構造とし,これらに直交ま
 たは斜交する断層や裂かを副構造として構成される。これらの破砕帯内には,東西方向からの横
 圧力によって生じたE-W性の多くの羽状裂かがあり,またこの横圧力は,地域の北部では東側
 から,南部では西側からの力が強く働いて偶力作用をなし,従ってNE-SW方位の裂かは張力裂
 ふとなって拡大され,NW-SE方位の裂かは圧縮裂かとなって圧迫されている。
 上述の地質構造の弱線,特にこれらの交叉点には第三紀花崗岩,石英安山岩,流紋岩,粗粒玄
 武岩などの火成岩の岩脈や岩床が遜入することが多く.その付近はまた金属鉱床が胚胎すること
 が多く,温.泉の湧出も多い。
 鱗三重新庄,山形爾盆地に胚胎する金履鉱床の成因について
 新庄,山形両盆地に胚胎する金属鉱床は,金・銀・銅・鉛・亜鉛・硫化鉄等を始め,マンガン・
 タングステン・アンチモニー等多種類にわたっているが7大部分の鉱床は,黄銅鉱・閃亜鉛鉱・
 方鉛鉱・硫化鉄鉱等を主体とし,これに少量の金・銀を伴う鉱床で,これら300余1)の鉱床が両盆
 地の基盤をなす花崗岩類および第三紀中新世層中に胚胎している。
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 これらの鉱床は,ほとんどすべてが岩漿分化作用による熱水性鉱床で,火成岩の透入や噴出と密
 接な関連かある地帯に集中して分布し,著しく地質構造の規制を受けて胚胎しており,基盤の隆起
 運動や造山作用にともなう褶曲運動や,火山活動等にともなう地質構造の複雑な地帯に,これらの
 運動の結果生じた破砕帯や断層や裂かなどを鉱液の通路として胚胎している。従って鉱床の分布地
 域や鉱脈の示す方位には規則性が認められる。
 {1}鉱床分布の総合的方位
 新庄,山形両盆地に胚胎する300余りの鉱床の分布の総合的方位を,σ)新庄盆地北縁～東縁,
 @月山・葉山火山周辺～山形盆地東縁,を杣形盆地南縁の三つの鉱床群に分けて夫々の総合的万
 位を最小自乗法による多項式近似値法によって算出し・総合方位をy=駕x+aoによって求めた結
 果,(イ)、N5げW,(口).N5びW,の.N57。Wで,三者は互に平行(N56。W士1。)する方位である。
 これらの軸の位置は,σ)は鳥海火山の南麓からESE方向に金山町をへて赤倉盆地東端の堺田峠に
 延び,(口)は月山火山の南麓からESE方向に寒河江市の真上を経て奥羽山脈の二口峠方向に延び,
 をりは大朝日岳の南麓からESE方向に蔵王火山南延の金山峠方向に延びる位置を占める。これらの
 位置は,何れも地形が山岳から平野に移る線上にある。(イ)と(・)との中間をこれらと並走して流れ
 る最上川および口夏)南側をこれと略々並走して流れる寒河江川付近の重力測定の結果は,両者共
 に南北両岸の重力値に著しい差があり,これらの川に沿う潜在的断層の存在が推定され,上記㈹
 に),り三本の軸とともに地質構造の弱線と考えられる。
 (2)鉱脈の走向方位
 新庄盆地に胚胎する140本の鉱脈の走向は,N6ぴE～8伊Wの聞の方位の脈が,全体の62.8%
 で,その中でN6げE方位の脈が19,3%で最も多い。山形盆地に胚胎する185本の鉱脈の走向は,
 N5びE～E-Wの間の脈が全体の57、3%で,.その中でN6びE方位の脈が13.0%で最も多い。そ
 してどの地域についてもNNW-SSE方位の鉱脈は最も少なく,この方位は前者と直角に交わる
 関係方位である。これらの鉱床の走向について,前述の鉱床分布の総合方位と同様に三つの群に
 ついて,ステレオグラフ投影の結果から密度の最も高い方位を求めた結果は,α).N64。E,(・).
 N6才E,@、N6げEで,これら三つの方位は略々平行(N6ずE士才)している。かっ前述の鉱
 床分布の総合的方位とは互に約12げで交わり,さらにこの両者のなす角の二等分線の方位は両盆
 地の基幹構造線(N-S)の方位に一致する。従って,両盆地内に於けるこれらの三つの構造線
 の万位は相互に6げをなして交わる関係にある。
 以上の研究の結果から,新庄,山形両盆地に潜在する鉱床は,鉱床分布の総合的方位を軸とする
 構造帯内に,鉱脈の走向方位の最大密度の方位を保ちながら雁行状に配列して胚胎していることが
 帰納された。従ってこの地域の未発見の港頭鉱床の探査は,この特性に測って行なわるべきである。
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 論文審査結果の要旨
 東北地万内帯の緑色凝灰岩地帯には,南北につドく盆状地を中心として多数の金属鉱床が分布し
 ている。大泉製次は前後17年に亘って新庄盆地お。並び山形盆地の調査研究を行ない,本論文は両盆
 地内に胚胎する320余りの金属鉱床の性状を究明し,分析し,かっ整理して理論づけたものである。
 新庄,山形肉盆地ともにそれ.らの中央部は広範囲にわたって第四紀層によって覆オ)れ,こ訓らを
 取囲む第三紀層は,両盆地の大半の地域を占めその下位は閃雲花崗閃緑岩か基盤をなしている。
 両盆地の主体をなす第三紀層は,大別して上位の鮮斯描と,下位の中新胆とに分けられ,中新世
 はさらに下位から,及位層,大川層,草薙層,古口層,野口層および中渡層と命名される。
 両盆地に胚胎する金1、蝿鉱床は1,金。銀。銅。釘}・諏鉛・研肖ヒ鍔1をはじめ,マノカ'ン・タングステ
 ン曲アンチ・モニーなど多種類にわたっているがコ大部分0)鉱床は,黄銅鉱。閃r拒留捨鉱山方鉛鉱島硫
 化鉄鉱などを主体とし,これに少量の金・銀を伴う鉱床で花崗岩顛および第三紀中新世層中に胚月合
 している。
 これらの鉱床は,すべて熱水性鉱床で,著しく地質椎造の規制を受けて胚胎しており,鉱床の分
 布地域や鉱脈の示す方位には規則性が1{否められる。
 新庄・山形吻盆地に胚胎する300余りの鉱床0)分布の総合的方位を←β新庄盆地北緯～身!緑,(日別
 山,巣山火山周辺～山形盆地東縁,セ・)山形盆地南縁の三つの鉱床群に分けて・夫々の総合的万位を多
 項式近似値法によって電子計算機により算出し・総合方位をッ=a〆+aoによって求めた結果,(イl
 N560W,(・)N55。W,を・)N57。Wで,三者は71に平行(N56。W±lo)する方位で,これらの軸の
 位置は,侮言1.も地形が山岳から平野に移る線上にある。
 次にこれ.らの鉱床の走向について,前述の鉱床分布の総合方位と同様に三つの群について,ステ
 レオグラフ投影から密度の最も高い方位を求めた結果は,ωN640E,@)N620E,←'・}N660Eで,こ
 れら三つの方位は路々平行(N640±20)している。かつ前述の鉱床分布の総合的万位とは圧に豹
 i20。で交わり,さらにこの両者のなす角の二等分縛の必惣試両づナ地は基幹構造(N-S)の万伽こ一・
 致する。従って,向盆地内におけるこれらの三つの構造線の方位は相互にGO。をなして交オ)る関解
 にある。
 以上の研究の結果から,新庄,山形両盆地に潜在する鉱床は,鉱床分布の総合的方位を軸とする
 構造帯内に,鉱脈の走向方位の最大密度の万位を保ちながら確信状に配列して'胚胎していることが
 帰納された。
 以上を要するに大泉製次提出の学粒申,清論文は,わが国緑色凝灰岩地域の鉱1ヒ作用を多年にわrこ
 る調査研究結果にもとづき,その分布および構造支配の面から,明解な解析'に成功し,鉱床学上に
 新知見を与えている。
 よって審査員等は大泉製次提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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